
令和６年２月 第 239号

特集
　・令和６年能登半島地震への対応
　・中部森林技術交流発表会を開催
各地からの便り
　・こどもたちと森林をつなぐ冬の森林教室を実施　ほか
シリーズ
　・森林官からの便り、私の森語り、中部の保護林、
　　　　　秘蔵写真・今は昔の林業　
　　　　　※令和６・７年度「国有林モニター」募集中！（今月16日まで）

林野庁中部森林管理局

写真：「中部森林管理局庁舎のナナカマド」

2024/No.239

私の森語り「
木を眺める

時間」

広葉樹コン
シェルジュ

 眺木展実
行委員会代

表　及川 
幹



第 239号 令和６年２月〈特集記事／令和６年能登半島地震への対応〈特集記事／令和６年能登半島地震への対応〉〉
　
令
和
六
年
一
月
一
日
に
石
川
県
能
登

地
方
で
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
中
部
森
林
管
理
局

�

災
害
対
策
本
部
の
設
置

【
企
画
調
整
課
】

　

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で

は
、
震
源
に
近
い
富
山
県
で
震
度
五
強

を
観
測
す
る
な
ど
、
管
内
各
地
で
強
い

揺
れ
を
観
測
し
た
た
め
、
地
震
発
生
直

後
に
中
部
森
林
管
理
局
長
を
本
部
長
と

す
る
、「
中
部
森
林
管
理
局
災
害
対
策

本
部
」
を
設
置
し
、
情
報
の
収
集
、
職

員
の
安
否
確
認
、
富
山
県
庁
へ
の
連
絡

員
派
遣
、
管
内
に
お
け
る
被
災
状
況
の

確
認
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
の
被
災

地
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

状
況
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
必
要

な
対
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◇
富
山
県
と
合
同
で
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

�

に
よ
る
状
況
調
査
を
実
施

【
治
山
課
】

　

地
震
の
発
生
を
受
け
、
震
源
に
近
い

富
山
県
の
林
地
被
害
等
を
調
査
す
る
た

め
、
一
月
五
日
に
富
山
県
森
林
政
策
課

と
の
合
同
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

上
空
か
ら
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
う
ち
、
特
に
震
源
地
に
近
い

西
部
の
被
害
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
調
査
の
結
果
、
今
回
の

地
震
に
伴
う
新
た
な
林
地
被
害
は
確
認

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
余
震
が
続
く

状
況
の
中
、
地
震
に
よ
る
地
盤
の
緩
み

が
起
因
と
な
り
、
今
後
の
雨
や
雪
等
に

よ
り
崩
壊
す
る
恐
れ
も
あ
る
等
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
も
あ
る
た
め
、
今

後
と
も
注
視
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

当
局
で
は
、
引
き
続
き
、
県
・
市
町

村
と
連
携
し
た
迅
速
な
緊
急
対
応
を
実

施
す
べ
く
、
山
地
災
害
発
生
時
等
に
地

上
か
ら
の
現
地
確
認
が
不
可
能
な
場
合

に
お
い
て
、
上
空
か
ら
林
地
被
害
等
の

把
握
・
情
報
収
集
等
を
行
う
な
ど
、
地

域
住
民
の
方
々
の
安
全
・
安
心
に
貢
献

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
令
和
六
年

  
能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応

2024.１.５　ヘリ調査写真（富山県富山市・国有林）

2024.１.５　ヘリ調査写真（富山県氷見市・民有林）

富山空港での飛行前の打合せ富山空港での飛行前の打合せ

ヘリコプターへの搭乗ヘリコプターへの搭乗

フライト中の機内の様子フライト中の機内の様子

❶❶❷❷



令和６年２月 第 239号〈特集記事／令和６年能登半島地震への対応〈特集記事／令和６年能登半島地震への対応〉〉  
被
災
地
支
援

◇
国
有
林
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

�
連
携
に
よ
る
土
木
資
材
の
提
供

【
企
画
調
整
課
】

　

こ
の
度
の
地
震
で
震
度
七
を
記
録
し

た
石
川
県
で
は
、
多
く
の
山
腹
崩
壊
や

土
砂
流
出
な
ど
の
山
地
災
害
が
発
生
し

た
た
め
、
同
県
か
ら
林
野
庁
を
通
じ
て

近
隣
の
森
林
管
理
局
に
対
し
、
山
地
災

害
の
拡
大
や
土
砂
の
流
出
を
防
止
す
る

た
め
の
応
急
対
策
に
必
要
な
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
や
土
の
う
袋
等
の
土
木
資
材
の

支
援
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
局
で
は
、
速
や
か
に
管
内
の
森
林

管
理
署
等
の
資
材
を
集
約
し
、
国
有
林

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
基
づ
き
協

定
を
締
結
し
て
い
る（
一
社
）長
野
林
業

土
木
協
会
及
び（
一
社
）名
古
屋
林
業
土

木
協
会
の
協
力
を
得
て
、
支
援
要
請
の

あ
っ
た
二
日
後
の
一
月
六
日
に
名
古
屋

林
業
土
木
協
会
、
そ
の
翌
日
に
は
長
野

林
業
土
木
協
会
の
会
員
の
ト
ラ
ッ
ク
に

載
せ
た
資
材
を
石
川
県
庁
へ
届
け
ま
し

た
。
今
後
も
、
被
災
地
か
ら
の
要
請
に

迅
速
に
対
応
し
、
中
部
森
林
管
理
局
一

丸
と
な
っ
て
可
能
な
限
り
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【支援した資材】
　ブルーシート 190枚、土のう袋 12,920枚、アンカーピン 263本、PPロープ 72巻、
　ビニールロープ ４巻、ナイロン結束バンド 6,000本、立入禁止テープ 30本、ガソリン携行缶（20L）１缶
　※ブルーシート、土のう袋等については、複数のサイズを含みます。

① 森林管理署等における資材の積み込み作業（一部紹介）

② 資材の運搬状況

③ 石川県庁に搬入活用された土木資材の事例

富山署（富山県富山市）富山署（富山県富山市）

（名古屋林業土木協会　1号車）（名古屋林業土木協会　1号車）

令和６年１月６日令和６年１月６日

中部局（長野県長野市）中部局（長野県長野市）

飛騨署（岐阜県高山市）飛騨署（岐阜県高山市）

（名古屋林業土木協会　２号車）（名古屋林業土木協会　２号車）

令和６年１月７日令和６年１月７日

中信署（長野県松本市）中信署（長野県松本市）

岐阜署（岐阜県下呂市）岐阜署（岐阜県下呂市）

（長野林業土木協会）（長野林業土木協会）

木曽署（長野県木曽郡上松町）木曽署（長野県木曽郡上松町）

❷❷



第 239号 令和６年２月〈特集記事／中部森林技術交流発表会〈特集記事／中部森林技術交流発表会〉〉  
中
部
森
林
技
術
交
流

 

発
表
会
を
開
催

【
技
術
普
及
課
】

　
一
月
二
十
六
日
、
令
和
五
年
度
中
部

森
林
技
術
交
流
発
表
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
運
営
の
都
合
上
、
初

め
て
全
て
の
発
表
者
及
び
審
査
委
員
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
参
加
す
る
方
式
と
し
て
い
た

た
め
、
当
日
の
一
般
公
開
は
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
後
日
録
画
デ
ー
タ
を
Ｈ
Ｐ

で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

発
表
は
、
民
有
林
関
係
者
に
よ
る
も

の
も
合
わ
せ
て
「
ふ
れ
あ
い
・
地
域
連

携
部
門
」に
五
課
題
、「
森
林
保
全
部
門
」

に
五
課
題
、「
森
林
技
術
部
門
」に
九
課

題
の
計
十
九
課
題
と
な
り
、
当
日
は
二

会
場
に
分
か
れ
て
進
行
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
審
査
の
対
象
と
な
る
国
有
林

関
係
の
発
表
は
十
四
課
題
あ
り
、
厳
正

な
る
審
査
の
結
果
、
以
下
の
二
課
題
が

優
秀
賞
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
録
画
デ
ー
タ
は
、
三
月

二
十
九
日
ま
で
動
画
配
信
し
て
い
ま

す
。

受
け
流
す
柵
で
減
災

�

～
逆
転
の
発
想
で
早
期
に
復
旧
～

�

（
愛あ
い
ち知
森
林
管
理
事
務
所
）

　

造
林
地
に
「
獣
じ
ゅ
う
が
い害
防ぼ
う
ご護
柵さ
く
」
を
設
置

後
、
豪
雨
時
に
土
砂
や
枝
条
な
ど
が
集

中
し
て
流
出
す
る
箇
所
で
損
傷
す
る

ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
お
り
、
修
復
し
な

い
と
そ
こ
か
ら
シ
カ
が
入
り
込
む
た

め
、
職
員
が
応
急
的
に
修
理
を
行
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
シ
カ
の
侵
入
を
許
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
二
十
九
年
度
頃
か
ら

当
所
独
自
の
取
組
と
し
て
、
被
災
し
や

す
い
箇
所
で
は「
壊
れ
な
い
柵
」で
は
な

く
、「
簡
単
に
直
せ
る
柵
」へ
と
発
想
を

切
り
替
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
大
き
な
沢
を
ま
た
ぐ

箇
所
で
は
、
仮
に
倒
れ
て
も
こ
れ
に
連

な
る
柵
に
影
響
し
な
い
よ
う
、
独
立
さ

せ
て
設
置
す
る
方
法
を
新
た
に
導
入
し

た
と
こ
ろ
、
損
傷
箇
所
は
最
小
限
と
な

り
、
早
期
の
復
旧
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
従
来
の
資
材
の
ま
ま
で
コ
ス
ト
増

に
つ
な
が
ら
な
い
「
受
け
流
す
柵
」
は
、

維
持
管
理
の
省
力
化
に
大
き
く
つ
な
が

り
ま
し
た
。

真ま

さ

ど
砂
土
地
域
に
適
し
た

�

シ
カ
被
害
防
止
対
策
の
試
み

�

（
東と
う
の
う濃
森
林
管
理
署
）

　

真
砂
土
地
域
で
は
、
シ
カ
防
護
柵
を

設
置
し
て
も
土
壌
流
出
等
に
よ
り
柵
が

損
傷
し
や
す
く
、
シ
カ
の
侵
入
に
よ
る

被
害
が
頻
発
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
植
栽
地
全
周
に
設
置
す
る
「
周
囲

柵
」、
崩
れ
や
す
い
箇
所
を
避
け
複
数

の
区
域
に
分
け
て
柵
を
設
置
す
る
「
ブ

ロ
ッ
ク
・
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
」、
苗
木
毎

に
資
材
を
設
置
す
る「
単
木
保
護
」、「
忌

避
剤
」
散
布
の
コ
ス
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
各
防
護
方
法
を
実
施
し
た
苗

木
の
経
過
を
検
証
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、「
単
木
保
護
」
で
は
コス

ト
は
か
か
る
が
成
長
量
と
防
護
力
は
高

く
、「
周
囲
柵
」
で
は
コス
ト
は
低
い
が
防

護
力
も
低
く
、「
ブ
ロック・デ
ィフェンス
」

で
は
周
囲
柵
よ
り
初
期
コス
ト
は
か
か
る

が
、
防
護
力
が
高
い
た
め
長
期
的
に
み
る

と
コス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
真
砂
土
地
域
で

は
現
地
の
地
形
等
を
精
査
し
た
上
で
、

最
適
な
防
護
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

豪雨時、受け流す柵のみが損壊する様子

真砂土地域の防護柵の損傷状況

❸❸❹❹



令和６年２月 第 239号〈特集記事／中部森林技術交流発表会〈特集記事／中部森林技術交流発表会〉〉  
こ
の
他
の
国
有
林
の
発
表
課
題

　
「
森
林
技
術
部
門
」で
は
、
育
成
複
層

林
に
お
け
る
間
伐
後
の
光
環
境
、
更
新

補
助
作
業
が
及
ぼ
す
効
果
の
検
証
を
は

じ
め
、
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ
苗
へ
の
超

ち
ょ
う
か
ん緩

効こ
う

性せ
い

肥ひ
り
ょ
う料
の
生
育
促
進
効
果
の
取
組
、

早そ
う
せ
い
じ
ゅ

生
樹
で
あ
る
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
初
期

成
長
に
か
か
る
経
過
報
告
、
植
栽
木
の

定
着
が
困
難
な
大
規
模
崩
壊
地
で
の
獣

害
及
び
乾
燥
対
策
の
取
組
、
広
葉
樹
大

径
材
の
モ
デ
ル
林
育
成
の
経
過
報
告
、

山
地
災
害
箇
所
の
緑
化
を
目
指
し
た
植

生
マ
ッ
ト
伏ふ

せ
こ
う工
の
結
果
報
告
、
Ｕ
Ａ
Ｖ

写
真
測
量
で
取
得
し
た
３
Ｄ
点
群
デ
ー

タ
に
よ
り
継
続
的
工
事
が
計
画
的
に
組

め
る
よ
う
に
な
っ
た
成
果
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
・
地
域
連
携
部
門
」で
は
、

公
園
の
利
用
と
保
全
を
両
立
さ
せ
て
き

た
森
林
環
境
整
備
推
進
協
力
金
の
二
十

年
の
経
緯
と
今
後
の
課
題
を
は
じ
め
と

し
、
国
有
林
が
地
域
と
密
接
に
取
り
組

ん
で
き
た
活
動
の
報
告
、
ブ
ラ
ン
ド
化

か
ら
十
年
が
経
過
し
た　
　

木
曽
ひ
の

き
に
対
す
る
認
知
度
や
評
価
の
変
化
な

ど
、
各
署
の
取
組
の
歴
史
と
成
果
が
感

じ
ら
れ
る
発
表
で
し
た
。

　
「
森
林
保
全
部
門
」で
は
、
環
境
省
と

連
携
し
て
シ
カ
被
害
を
抑
え
る
北
ア
ル

プ
ス
の
取
組
と
、
中
央
ア
ル
プ
ス
の
山

麓
地
域
で
の
継
続
的
な
シ
カ
生
息
調
査

の
報
告
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
高
山
帯

で
の
シ
カ
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
取
組
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

 

民
有
林
・
学
生
に
よ
る
発
表
課
題

　

実
証
試
験
地
の
十
一
年
間
か
ら
み
た

�

コ
ン
テ
ナ
苗
の
成
績
と
課
題

�
（
岐
阜
県
森
林
研
究
所
）

　

確
実
性
の
高
い
再
造
林
を
目
指
し

て
、
ヒ
ノ
キ
の
実
生
コ
ン
テ
ナ
苗
と
裸

苗
を
比
較
し
な
が
ら
、
成
長
量
等
の
検

証
を
行
い
、
得
ら
れ
た
課
題
と
対
策
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
木
材
製
品
の
海
外
需
要
開
拓

�

（
有
限
会
社
和
建
築
設
計
事
務
所
）

　

ア
メ
リ
カ
や
ベ
ト
ナ
ム
で
の
二
年
間

に
及
ぶ
試
験
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
を
も

と
に
、
付
加
価
値
の
高
い
日
本
産
木
材

製
品
の
海
外
需
要
を
増
や
す
た
め
に

は
、
そ
の
輸
出
先
の
国
の
法
規
制
や
規

則
で
定
め
ら
れ
て
い
る
規
格
の
性
能
試

験
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
を
製
品
に
表
示

し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

民
有
林
の
管
理
委
託
事
業
に
お
け
る

�

入
札
・
契
約
方
法
の
手
続
き
の
検
討

　

～
長
野
県
佐
久
市
春
日
財
産
区
が

�

実
施
し
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の

�

入
札
と
森
林
管
理
委
託
契
約
～

�

（
長
野
県
佐
久
地
域
振
興
局
）

　

佐
久
地
域
振
興
局
で
は
、
地
元
の
財

産
区
の
方
々
に
森
林
経
営
委
託
の
丁
寧

な
勉
強
会
や
現
地
調
査
の
支
援
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
整
備
区

域
の
範
囲
や
委
託
事
項
を
決
め
て
林
業

事
業
体
と
の
委
託
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
、
公
有
林
の
管
理
を

進
め
る
上
で
の
効
果
的
な
手
法
と
し
て

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

赤
外
線
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た

�

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
行
動
分
析

～
北
八
ヶ
岳
地
域
の
国
有
林
で
の
成
果
～

�

（
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

八
ヶ
岳
の
亜
高
山
帯
針
葉
樹
林
で

は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
に
よ
り

天
然
更
新
が
困
難
と
な
る
可
能
性
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン
サ
ー
カ

メ
ラ
調
査
の
結
果
、
林
床
の
植
生
に
よ

り
シ
カ
の
出
現
率
に
差
異
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
、
こ
れ
を
解
析
結
果
と
併
せ

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

人
里
に
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を

　
　

滞
在
さ
せ
な
い
た
め
の

�

環
境
整
備
の
効
果
検
証

�

（
信
州
大
学
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
）

　

下
層
植
生
を
除
去
す
る
環
境
整
備
を

行
う
こ
と
で
、
整
備
後
に
ク
マ
の
利
用

頻
度
や
滞
在
時
間
が
著
し
く
減
少
す
る

こ
と
を
検
証
。
整
備
に
よ
っ
て
ク
マ
の

出
没
が
夜
間
に
偏
る
こ
と
か
ら
人
間
と

の
遭
遇
リ
ス
ク
が
減
り
、
人
身
事
故
防

止
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
森
林
技
術
交
流
発
表

会
を
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
○

ま
る
こ
う
ま
る
こ
く

国
高

❹❹
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【
南な
ん
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

十
二
月
十
八
日
、
伊い

な

し
那
市
手て

良ら

沢さ
わ
や
ま山

国
有
林
に
お
い
て
、
生
産
請
負
事
業
体

の
監
督
員
や
関
係
職
員
な
ど
を
対
象
と

し
た
広
葉
樹
採
材
検
討
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
採
材
と
は
、
伐
採
し
た
木
を
丸

太
に
切
り
分
け
る
こ
と
で
す
。

　

本
検
討
会
は
、
国
内
外
に
お
い
て
広

葉
樹
資
源
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
な

か
、
輸
入
材
も
高
騰
し
、
国
産
広
葉
樹

は
大
変
貴
重
な
資
源
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
有
林
で
生
産
さ
れ
る
広
葉

樹
を
適
正
に
採
材
す
る
こ
と
で
、
住
宅

資
材
や
家
具
な
ど
の
一
般
用
材
と
し
て

の
活
用
が
進
む
よ
う
計
画
し
た
も
の

で
、
広
葉
樹
の
銘
木
市
場
で
あ
る
小
林

三さ
ん
の之
助す
け

商
店
各か
か
み
が
は
ら

務
原
営
業
所
長
の
三み
う
ら浦

隆た
か

幸ゆ
き

氏
を
講
師
に
招
き
、
供
試
木
と
し

て
用
意
し
た
ク
リ
・
ホ
オ
ノ
キ
・
コ
ナ

ラ
・
キ
ハ
ダ
・
ア
サ
ダ
を
前
に
、
四
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
採
材
の
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
よ
り
検
討
結
果
を
発
表

し
た
後
、
三
浦
氏
か
ら
「
広
葉
樹
の
採

材
は
必
ず
し
も
三
㍍
や
四
㍍
な
ど
の
長

【
中
ち
ゅ
う
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

十
二
月
十
二
日
、
当
署
に
松
本
市

堀ほ
り
ご
め米
保
育
園
の
園
児
十
八
名
を
迎
え
て

森
林
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
保
育

園
と
の
交
流
は
十
年
以
上
続
い
て
お

り
、
職
員
に
と
っ
て
も
待
ち
遠
し
い
年

中
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
署
長
か
ら
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
の
由
来
や
森
林
に
誘
う
話
を
し
た
の

ち
、
職
員
が
ク
マ
の
足
の
実
寸
大
パ
ネ

ル
を
使
用
し
、
ク
マ
の
大
き
さ
を
想
像

し
て
も
ら
い
な
が
ら
冬
眠
の
説
明
を
す

る
な
ど
、
園
児
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ジ
や
サ
ン
ゴ
ジ
ュ
の
冬
芽

を
題
材
に
し
た
遊
び
で
は
、
顔
の
よ
う

に
も
見
え
る
冬
芽
に
、
園
児
か
ら
「
お

猿
さ
ん
み
た
い
」と
か「
恐
竜
だ
」な
ど

と
歓
声
が
上
が
り
、
寒
い
時
期
に
ひ
っ

そ
り
と
姿
を
変
え
て
春
を
待
ち
わ
び
る

冬
芽
を
見
て
、
樹
木
の
生
態
や
四
季
を

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
で
は
、
目

標
と
し
て
置
い
た
シ
カ
の
角
に
「
蔓つ

る

の

輪
」
を
何
度
も
投
げ
入
れ
、
苦
戦
し
な

尺
材
に
す
る
必
要
は
な
く
、
用
途
に
応

じ
た
採
材
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
高
く
売
る
た
め
に
は
直
材
か
つ
大

径
で
切
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
講
評
が

あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
同
業
者
で
も
採

材
に
違
い
が
あ
り
、
針
葉
樹
と
全
く
異

な
る
こ
と
も
認
識
で
き
た
」「
今
ま
で
採

材
に
迷
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
参
加

し
て
良
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
国
有
林
で
は
、
伐
造
一
貫
作
業
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
人
工
林
の
皆
伐
を
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
際
に
有
用
広
葉
樹
も

多
く
生
産
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
も
職
員
に
よ
る
採
材
の
指
導
や
木
口

割
れ
の
防
止
を
施
す
こ
と
で
の
有
利
販

売
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
本
検
討
会
の

成
果
を
各
現
場
や
事
業
体
で
活
か
し
、

広
葉
樹
材
の
販
売
単
価
向
上
に
繋
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

が
ら
も
成
功
さ
せ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
で
喜

ぶ
園
児
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

最
後
に
、
様
々
な
色
の
松
ぼ
っ
く
り

か
ら
好
き
な
も
の
を
選
び
、
丸
太
を
輪

切
り
し
た
コ
ー
ス
タ
ー
の
上
に
接
着

し
、
煌
び
や
か
な
ビ
ー
ズ
や
雪
に
見
立

て
た
綿
で
飾
り
つ
け
る
「
世
界
に
ひ
と

つ
だ
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
」

に
挑
戦
し
、
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
た
作
品

を
眺
め
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
身
近
な
視
点
か
ら
人

と
森
林
と
の
関
わ
り
を
捉
え
つ
つ
、
森

林
・
林
業
の
理
解
に
繋
が
る
取
組
を
考

え
て
ま
い
り
ま
す
。

広
葉
樹
採
材
検
討
会
を
開
催

こ
ど
も
た
ち
と
森
林
を
つ
な
ぐ

�

冬
の
森
林
教
室
を
実
施

オリジナルのクリスマスツリー作り

採材の検討結果を発表する様子

❺❺❻❻




